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研究成果の概要（和文）：幻灯（スライド）は、従来「映画以前」の映像メディアとして認識され、20世紀初頭
の映画の普及以降の動向については、ほとんど研究対象とされてこなかった。それに対して、本研究では、幻灯
が第二次世界大戦期の日本で復興し、戦後の教育及び社会運動の場で幅広く活用される過程に注目した。
１９４０～５０年代につくられた幻灯のフィルム及び説明台本を多数発掘し、また、当事者及び遺族に対する聞
き取り調査を実施することで、従来知られていなかった昭和期の幻灯文化の実態の一端を解明した。発掘したフ
ィルム資料については、アナログ及びデジタル復元に取り組み、山形国際ドキュメンタリー映画祭等での一般向
けの上映活動を展開した。

研究成果の概要（英文）：Japanese term "gentou" (originally a translation of the English "magic 
lantern") means the projection system enlarging and projecting still images onto a large screen. 
Most studies argue that these still-image projection media declined in the early twentieth century 
Japan with the arrival of the motion picture. So there were few studies on the post-cinematic gentou
 history in Japan. However, in this research project, we tried to shed light on the revival and 
redevelopment of gentou in mid-twentieth-century Japan, focusing on gentou in the post-war social 
movements. We discovered several gentou films and scripts used in various post war social movements,
 including labor disputes, social welfare movements, and so on. We did interviews people involved in
 gentou movements or their families, and clarified several unknown facts about production, 
distribution, and screening gentou in 1950s social movements. We also restored several important 
gentou films and showed them to the public.

研究分野：映画学　日本映像文化史
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究プロジェクトは、昭和期の幻灯（ス
ライド）文化について、資料の発掘・整理を
進めつつ、本格的な再検証を行うべく開始さ
れた。研究を開始した当初、幻灯とは、基本
的には 19 世紀末に映画が商用化される「以
前」の映像メディアとしてのみ認識され、「映
画以後」の幻灯史についてはほとんど忘却さ
れた状況にあった。昭和期日本で作られた幻
灯フィルムやスライド、上映時に用いられた
説明台本等の一次資料の多くは、散逸または
未公開の状態にあり、当時の幻灯の製作及び
流通、運営に関する具体的な事情についても
不明点が多かった。戦後の社会運動における
重要な映像メディアとしての幻灯の担った
教育宣伝、支援の拡大、記録等の機能につい
ても、従来は、映像文化史の領域においても、
社会史の領域においても、ほとんど調査研究
は進められてこなかったといってよい。 
 一方、英語圏では、19 世紀以降の社会問
題・社会運動と、幻灯から映画に至る「スク
リーンのメディア」との関連についての研究
が蓄積されつつあり、このテーマに関する研
究論文集『Screen Culture and the Social 
Question, 1880-1914』（Indiana University 
Press, 2014）なども刊行されている。また、
戦後日本の社会運動における文学・文化運動
については、道場親信、鳥羽耕史、水溜真由
美らの先行研究がある。本研究プロジェクト
は、それらの先行研究を参照しつつ、昭和期
日本における幻灯文化史を、とりわけ戦後の
社会問題・社会運動における活用に焦点を置
いて調査研究を行うべく開始された。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、「映画以後」の幻灯文化
史を、昭和期日本の社会運動との関連性に注
目しつつ、新たに解明してゆくことだった。 
研究開始当時、この分野に関する日本語の
先行研究はほぼ存在しておらず、資料の保存
状況についても不明点が多かったため、関連
する資料を所蔵する国内外のアーカイブと
連携し、フィルム・スライドや台本などの一
次資料の所在の確認と整理を進め、必要に応
じて復元作業を行い、適切な保管体制の確立
へと取り組むことが、本研究の重要な目的の
ひとつとなった。また、昭和期の幻灯につい
てはまとまった文献資料が乏しいため、文献
の欠落を補うべく、幻灯の製作や上映に関わ
った存命の当事者の協力を得て、オーラル・
ヒストリーの収集を進める必要もあった。 
発掘・整理・復元した映像資料については、
全国各地での上映活動を積極的に展開する
ことで、一般にはほとんど知られていない昭
和期の幻灯文化の価値と意義について、周知
することを目指した。 

 
３．研究の方法 

 
 昭和期の幻灯に関しては、主に社会運動・
労働運動に関連して製作・上映された幻灯の
フィルム及び説明台本のコレクションが神
戸映画資料館に所蔵されており、また、早稲
田大学演劇博物館には占領期から戦後 1950
年代を中心に、主に学校及び公民館での教
育・レクリエーションに活用されてきた幻灯
のフィルム及び説明台本のコレクションが
所蔵されている。これらの資料体の精査に取
り組むとともに、全国の映像アーカイブ及び、
エル・ライブラリーや大原社会問題研究所ほ
か、労働運動・社会運動に関連する資料を所
蔵する機関での調査を行い、未発見・未整理
資料の発掘に努めた。同時代に幻灯の製作・
流通・上映に関わった複数の関係者及び遺族
と連絡を取り、オーラル・ヒストリー及び手
記などの個人蔵資料を収集した。 
所在を確認した一次資料の多くは経年劣
化が著しかったため、とりわけ貴重なフィル
ム資料に関しては、権利所有者の許諾を得た
うえで、デジタルスキャンを行ない、さらに
上映・保存用の複製ポジを作成した。 
神戸映画資料館、エル・ライブラリー、原
爆の図丸木美術館、山形国際ドキュメンタリ
ー映画祭ほか、全国各地でフィルムと幻灯機
を用いた一般向けの上映を行なったが、これ
らの上映活動は、資料の価値を一般に周知す
るのみならず、幻灯について、何らかの知識
や情報、資料を所有している人々との交流の
機会ともなった。 
   
４．研究成果 
 
 研究の過程で、これまで未発見または未公
開状態にあったいくつかの貴重な映像資料
を発掘した。その一例としては、松川事件に
関連して最初に作られた映像作品としての
『松川事件 1951』、千田梅二版画・上野英信
文の「えばなし」を原作とする幻灯『せんぷ
りせんじが笑った！』、失業対策事業で就労
する日雇労働者が自主製作した幻灯『にこよ
ん』及び、映画女優・望月優子の監督作品で
ある失対日雇労働者のドキュメンタリー『こ
こに生きる』、敗戦直後から子ども会での幻
灯上映活動を開始し、晩年まで幻灯映写を続
けた川本年邦氏の旧蔵資料などがあげられ
る。 
これらの映像資料は、いずれも権利所有者
の許諾を得て保存・上映用のポジプリントを
作成し、一般に向けた上映を実現させた。
2015 年の山形国際ドキュメンタリー映画祭
の公式プログラム「幻灯は訴える」では、『基
地沖縄のうったえ』『せんぷりせんじが笑っ
た！』ほか５作品の英語字幕付の上映を実現
した。『せんぷりせんじが笑った！』は、デ
ジタル版を作成し、2017 年 4月に英国・バー
ミンガムで開催された The Magic Lantern 
Society 大会にて上映したが、これは昭和戦
後の社会運動の一環として作られた幻灯を、



台本を英語訳して海外で上映したおそらく
最初の機会となったと考えられる。 
 1950 年代に幻灯を製作、または社会運動の
場で上映した当事者は、いずれも現在は相当
の高齢だが、東京の幻灯会社日本幻灯文化社
の元経営者の遺族、大阪で活動していた関西
幻灯センターの元責任者、『せんぷりせんじ
が笑った！』の幻灯化に携わった元満洲映画
協会（満映）～中国東北電影公司のスタッフ
の遺族などと連絡を取ることができ、インタ
ビューの機会及び、いくつかの貴重な資料の
提供をいただいた。敗戦当時に満映に所属し、
その後新中国の映画事業に参加した後に帰
国した映画人たちが、引揚後に幻灯の製作に
関わった実態が、遺族の証言により明らかに
なり、1950 年代の日本と中国の間に幻灯を介
した文化交流が存在していたことが判明し
たこと、いわゆる革新政党及び日本労働組合
総評議会と密接な関係にあり、1950～60 年代
の社会運動に関連する幻灯の多くを製作・配
給していた日本幻灯文化社の、従来はほとん
ど不明だった沿革が、遺族からの資料提供に
より部分的に明らかになったことなど、聞き
取り調査活動を通じて、幻灯文化史の空白を
埋める重要な資料・情報を得ることができた。 
 調査・研究の成果については、上述した上
映活動のほか、研究代表者の鷲谷花が、2015
年6月のAAS-in-Asia-Taipeiで英語口頭発表
を行い、2016年 2月刊行の『Feminist Media 
Histories』に論文 “Gento:  Still-Image 
Projection as Alternative Cultural 
Heritage”が掲載されるなど、英語での学会
口頭発表・学会誌論文発表を含めて、複数の
学会発表及び学会誌論文で公開してきた。 
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